
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

･淀』M､慕寿。

同性愛で結ばれた二人。トム・ハンクス( 左) とアントニオ・バンデラス

愛
は
何
も
の
を
も
越
え
て

「
羊
た
ち
の
沈
黙
」
の
監
督
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
デ
ミ
の
一
九
九

三
年
作
二
時
間
五
分
の
ア
メ
リ
カ
映
画
。
す
で
に
御
承
知
の
こ
れ

で
主
役
の
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
が
こ
の
年
の
ア
カ
デ
ミ
ィ
主
演
男
優

賞
を
と
っ
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
第
一
級
法
律
会
社
の
若
き
腕
き
き
社
員

が
突
如
ク
ビ
・
理
由
は
エ
イ
ズ
を
わ
ず
ら
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

弁
誰
士
の
彼
は
会
社
と
た
た
か
っ
た
。
し
か
し
相
手
は
第
一
級
、

そ
う
そ
う
の
大
会
社
、
び
く
と
も
せ
ぬ
。
そ
こ
で
思
い
あ
ま
っ
て

ラ
イ
バ
ル
の
や
り
手
の
弁
護
士
（
デ
ン
ゼ
ル
。
ワ
シ
ン
ト
ン
）
に

助
け
を
求
め
た
。
こ
の
黒
人
弁
護
士
も
初
め
エ
イ
ズ
を
恐
れ
彼
と

握
手
し
た
手
を
す
ぐ
洗
っ
た
。
し
か
し
次
第
に
彼
が
、
そ
の
命
の

う
す
れ
て
ゆ
く
彼
が
、
哀
れ
に
な
り
立
ち
上
っ
て
彼
の
た
め
に
闘

っ
た
。
し
か
し
そ
の
勝
利
の
と
き
に
は
彼
は
病
院
で
死
ん
で
い

た
。こ

の
映
画
の
注
目
は
エ
イ
ズ
そ
し
て
ホ
モ
そ
し
て
ゲ
イ
を
か
ば

っ
た
と
い
う
よ
り
も
愛
す
る
こ
と
の
差
別
な
き
美
し
さ
を
う
た
っ

た
映
画
。
そ
し
て
大
会
社
の
社
長
（
ジ
ェ
ー
ソ
ン
・
ロ
バ
ー
ツ
）

が
ホ
モ
を
汚
い
と
の
の
し
り
な
が
ら
、
な
み
い
る
多
く
の
人
の
ま

え
で
黒
人
弁
護
士
に
〃
あ
な
た
だ
っ
て
社
員
の
若
い
ひ
と
り
を
可

愛
い
が
っ
て
い
た
…
…
で
し
ょ
う
″
と
言
わ
れ
サ
ッ
と
社
長
の
顔

が
こ
わ
ば
る
瞬
間
を
見
逃
さ
ぬ
よ
う
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
底
が
割
れ
、
ト
ム
。
ハ
ン
ク
ス
が
オ
ス
カ
ー
を

と
る
の
も
甘
い
。
こ
れ
は
レ
イ
・
ミ
ラ
ン
ド
が
「
失
わ
れ
た
週
末
」

で
オ
ス
カ
ー
（
主
演
男
優
賞
）
を
と
っ
た
の
と
同
じ
で
こ
れ
は
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
に
苦
し
む
悲
惨
な
男
の
映
画
。
オ
ス
カ
ー
は
こ
の

よ
う
な
病
人
演
技
に
は
、
ま
い
っ
て
し
ま
う
ら
し
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
こ
の
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
」
の
面

白
さ
は
こ
の
題
名
に
あ
る
。
な
ぜ
か
く
も
ハ
ッ
キ
リ
と
題
名
を
タ

イ
ト
ル
に
し
て
い
る
の
か
に
注
意
し
よ
う
。

・
ヘ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ー
ア
州
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
西
南
。
独
立
戦
争
で
は
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
こ
こ
を
争
っ
た
。
ク
ェ
カ
ー
教
徒
の
土
地
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
国
旗
は
こ
こ
で
一
七
七
六
年
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
生
れ
た
の
も
こ
こ
だ
。
そ
し
て
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イ
ズ
に
か
か
っ
た
い
う
が
ご
と
き
話
題
を
も
っ
て
こ
の
映
画
を
見

に
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
映
画
は
そ
の
よ
う
な
苦
笑
に
あ
ふ
れ
た
映
画
で
は
な

い
。
差
別
す
る
な
、
お
ま
え
だ
っ
て
、
そ
う
叫
ん
で
い
る
映
画
、

し
か
も
叫
ぶ
の
で
な
く
静
か
に
描
く
、
こ
の
エ
イ
ズ
を
わ
ず
ら
っ

た
本
人
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
彼
を
見
守
る
人
た
ち
、
そ
れ
が
美
し
い
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
い
え
ば
一
九
四
○
年
作
の
「
ザ
・
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
あ
っ
た
。
フ
イ
リ
ッ
プ
・
バ

リ
ィ
の
舞
台
劇
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
キ
ュ
ー
カ
ー
が
そ
の
映
画
化
の
監

督
に
当
り
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
と
ジ
ミ
ィ
・
ス
テ
ュ

ァ
ー
ト
と
ケ
イ
リ
ー
・
グ
ラ
ン
が
共
演
し
た
。
こ
の
三
人
の
主
演

者
た
ち
で
も
わ
か
る
よ
う
こ
れ
は
富
豪
の
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
始
ま

る
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
イ
テ
ッ
ド
・
コ
メ
デ
ィ
だ
っ
た
。
エ
リ
ー
ト

と
第
一
級
富
豪
族
の
映
画
、
い
う
な
ら
ば
「
か
ま
く
ら
物
語
」
「
な

が
た
町
物
語
」
と
で
も
い
っ
た
ド
ラ
マ
。
の
ち
に
グ
レ
イ
ス
・
ケ

リ
ー
も
こ
の
再
映
画
化
に
主
演
し
た
。

さ
て
こ
ん
ど
の
映
画
は
エ
イ
ズ
に
か
か
っ
た
青
年
の
母
に
ジ
ョ

ア
ン
・
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
、
さ
ら
に
メ
ア
リ
ー
・
ス
テ
イ
ー
ン
バ
ー

ゲ
ン
そ
し
て
主
役
の
青
年
と
同
性
愛
を
結
ん
で
い
る
青
年
に
「
欲

望
の
法
則
」
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
バ
ン
デ
ラ
ス
が
配
役
さ
れ
、
こ
の

顔
ぶ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
舞
台
さ
な
が
ら
の
き
び
し
い
配
役

だ
。
し
か
し
群
を
抜
い
て
立
派
な
の
は
黒
人
俳
優
の
デ
ン
ゼ
ル
・

ワ
シ
ン
ト
ン
。
こ
と
し
四
○
歳
。
「
か
ら
騒
ぎ
」
「
マ
ル
コ
ム
Ｘ
」

「
グ
ロ
ー
リ
」
が
あ
る
。

主
役
を
掴
ん
だ
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
は
こ
と
し
三
十
八
歳
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
生
れ
。
「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
」
「
ビ
ッ
グ
」
「
プ
リ
テ
イ

。
リ
ー
グ
」
そ
し
て
一
九
九
二
年
の
「
め
ぐ
り
逢
え
た
ら
」
で
注

目
を
受
け
た
。
こ
の
一
年
の
さ
き
に
ま
さ
か
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
男

優
賞
と
は
び
っ
く
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
そ

の
名
も
お
ぼ
え
い
い
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
あ
る
。
監
督
の
ジ

ョ
ナ
サ
ン
・
デ
ミ
は
「
羊
た
ち
の
沈
黙
」
で
一
躍
ア
カ
デ
ミ
ー
監

督
賞
を
受
け
た
新
人
。
こ
と
し
五
○
歳
。
ア
メ
リ
カ
映
画
の
ニ
ュ

ー
・
ホ
ー
プ
だ
。

フ
ィ
ラ
デ
ィ
ル
フ
ィ
ァ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
語
か
ら
き
た
言
葉
で
「
友

愛
の
町
」
を
指
す
。
「
人
間
は
生
れ
な
が
ら
自
由
平
等
を
持
つ
権

利
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
人
は
こ
の
映
画
の
こ
の
都
市
の
名
の
題
名
で
も
う
こ

の
映
画
を
喚
ぐ
に
ち
が
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
一
の
エ
リ
ー
ト
の
土

地
で
あ
る
。
日
本
な
ら
さ
し
ず
め
麹
町
（
こ
う
じ
ま
ち
）
の
永
田

（
な
が
た
）
町
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
と
に
か
く
東
大
も
ワ
セ
ダ
も

Ｋ
Ｏ
も
の
、
そ
の
そ
こ
を
出
た
人
た
ち
が
、
こ
こ
で
重
役
ま
た
は
社

長
と
な
っ
て
誇
っ
て
い
る
よ
う
な
町
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
た

ち
に
と
っ
て
ホ
モ
は
動
物
扱
い
さ
れ
か
ね
ぬ
。
エ
イ
ズ
は
ネ
ズ
ミ

の
か
か
る
病
気
と
笑
う
ば
か
り
の
エ
リ
ー
ト
の
い
る
と
こ
ろ
。
ア

メ
リ
カ
の
多
く
の
人
は
、
日
本
で
言
う
な
ら
ば
東
大
の
教
授
が
エ

主役のトム・ハンクス( 左) とデンゼル・ワシントン( 右）
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蕊

絵をテーマに話の輪が広がる 情熱の国スペインの魅力が満喫できる

鍵

の
○
巨
頭
三
ｍ
『

☆
カ
ッ
プ
ル
で
ど
う
ぞ

北
野
ク
ラ
ブ
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｒ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
は
、
５
月
末
日
ま
で

オ
ー
ド
ブ
ル
コ
ー
ス
ペ
ア
セ
ッ

ト
を
ご
用
意
。
ヴ
ー
ヴ
。
ク
リ

コ
シ
ャ
ン
パ
ン
ハ
ー
フ
ボ
ト
ル

ー
本
に
、
オ
ー
ド
ブ
ル
４
品
が

つ
い
て
２
名
様
で
７
８
０
０
円

の
嬉
し
い
お
値
段
。
オ
ー
ド
ブ

ル
は
お
野
菜
の
テ
リ
ー
ヌ
庭
園

仕
立
て
他
か
ら
お
好
き
な
も
の

を
チ
ョ
イ
ス
。
夕
食
特
選
コ
ー

ス
（
６
８
０
０
円
）
も
あ
る
。

ト
ワ
ー
ル
」
で
、
「
石
坂
勇
特
選

料
理
＆
青
春
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」
と
し
て
、
８
０
０

０
円
で
開
催
。
石
坂
料
理
長
の

特
選
料
理
と
、
尾
田
悟
、
秋
満

義
孝
奏
で
る
オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ

ジ
ャ
ズ
、
末
広
光
夫
の
ジ
ャ
ズ

ト
ー
ク
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

霊

ＳＰＥＣＵＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

逓高の夜景が広がるカウンター

哩睡性

１
１０８
１

蕊

の
○
匡
力
三
ｍ
『

☆
お
し
ゃ
べ
り
サ
キ
ソ
ホ
ー
ン

と
お
箸
で
い
た
だ
く
フ
ラ
ン

ス
料
理

５
月
猫
日
（
月
）
旭
時
１
幅

時
、
西
神
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
Ⅳ
階
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
更

一J _ ＃

作者と主催者によるテープカット
一
さ
れ
て
い
る
。

一
「
サ
ル
ー
」
は
ス
ペ
イ
ン
語

一
で
「
乾
杯
」
の
意
味
。
陽
気
な

一
カ
フ
ェ
を
訪
れ
て
は
い
か
が
。

一
■
一
一
一
重
県
志
摩
郡
磯
部
町
坂
崎
下
山
唖

｛
１
４

－
覇
０
５
９
９
５
（
７
）
３
４
１
７

一
○
で
、
三

一
☆
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
に
「
カ
フ

ー
ェ
テ
リ
ア
サ
ル
ー
」
開
店

一
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
は
４
月
躯

一
日
に
開
業
し
た
志
摩
ス
ペ
イ
ン

｜
村
の
テ
ー
マ
・
ハ
ー
ク
「
・
ハ
ル
ケ

ー
エ
ス
．
ハ
ー
ニ
ャ
」
内
に
「
Ｃ
Ａ

－
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
ｉ
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｕ

－
Ｄ
！
（
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
サ
ル

ー
ー
）
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

一
店
舗
は
ス
。
へ
イ
ン
風
ピ
ラ
フ

一
の
ア
ロ
ス
他
軽
食
を
楽
し
め
る

一
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
街
並
み
を
眺

一
め
な
が
ら
挽
き
立
て
の
泡
立
ち

一
コ
ー
ヒ
ー
を
堪
能
で
き
る
テ
ラ

ー
ス
席
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
デ
ザ

ー
ー
ト
が
お
い
し
い
テ
イ
ク
ア
ウ

ー
ト
コ
ー
ナ
ー
の
３
つ
か
ら
構
成

の
諺
Ｆ
Ｆ
ｍ
カ
ペ
一
初
日
の
午
後
３
時
か
ら
出
展

一
者
の
樋
口
善
造
、
斎
藤
民
雄
両

☆
雪
訓
北
御
矛
恒
黍
陰
鐸
酢
尉
一
麺
北
に
睦
催
岬
癖
銅
識
峠
如
郡

４
月
調
日
か
ら
５
月
調
日
迄
一
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
作

神
託
碇
唯
蝿
『
稗
》
》
華
》
亜
一
誇
酔
陥
確
鍾
噸
穂
岐
硝
祇
津
廼

展
」
が
開
か
れ
て
い
る
。

蕊鍵
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鋳鰯

１
１０９
１

○
℃
、
ｚ

☆
田
崎
真
珠
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
東
店
が
４
月
２
日

に
オ
ー
プ
ン

特
徴
は
一
品
も
の
の
豊
富
さ
。
素
材
か
ら
デ
ザ

イ
ン
し
た
も
の
ば
か
り
で
、
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
ば
か

り
。ブ

ラ
イ
ダ
ル
ダ
イ
ヤ
も
充
実
。
希
少
な
ピ
ン

ク
、
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ャ
は
見
る
だ
け
で
得
し
た
気

分
に
な
れ
る
。

回
神
戸
市
中
央
区
三
宮
町
１
１
８
１
１
ｉ
掴
サ
ン
プ
ラ
ザ
ー
階

雷
０
７
８
（
３
３
４
）
０
２
８
１
加
時
半
’
四
時
半

ネオ・クラシックを基調にした店内

・
群
塗
民
・
松
本
硬
之
展
Ｉ
草
野

心
平
、
谷
川
俊
太
郎
の
心
を
描
く

奈
良
県
立
美
術
館
学
芸
員
の
か

た
わ
ら
、
書
の
世
界
で
活
踊
中
の

松
本
氏
の
作
品
展
。
草
野
心
平
、

谷
川
俊
太
郎
の
詩
を
独

５
月
塑
日
（
木
）
Ｉ
型
日
（
火
）

丸
善
・
神
戸
元
町
店
２
Ｆ
ギ
ラ

リ
ー
に
て

i舞籍篭
一一年■一■－－画や気司卑再一一■＝芦■や守壱宇可寺寺句奄■■画一ロローーーー‐一画声一■ー‐マローロロー■ロー■ - 国ロー■ー時＝‐■‐ - 画‐？一画。ロロ■町句マラ句一一■守同〒－Ｆ周寺一旬句

耀

霧
里垂ｆ

鰯
蕊
誇誹競

ヴ

ア
ホ
テ
ル

ン
サ
ー
ト腰

『
○
で
一
○
の

⑤
丸
善
よ
り
お
知
ら
せ

・
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
秀
作
絵
画
展

イ
ギ
リ
ス
は
も
と
よ
り
、
日
本

で
も
益
々
脚
光
を
浴
び
て
い
る
、

ア
ニ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
。

彼
の
没
新
作
を
始
め
、
サ
イ
モ

ン
・
プ
ル
、
ジ
ニ
デ
ィ
ス
・
レ
ピ

ン
等
、
ベ
テ
ラ
ン
画
鎮
の
油
彩
、

水
彩
、
プ
リ
ン
ト
約
卵
点
を
展
示
。

即
売
も
致
し
ま
す
。

旦
月
哩
日
や
不
）
Ｉ
”
日
（
火
）

丸
善
・
神
戸
元
町
店
２
Ｆ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
て

チェリーズアニ一・Ｗ

P E O P L E ＜1 2 3 ＞
：“‐” ~ 鷺耀 ? …鷲函…製即，、．＃

、陽気な愉快人

官林良一さん<張拳§識濃ｸ神戸＞
神戸生まれ、神戸育ちのドンク。お膝
元神戸地区の運営管理の要職に在り、社
員の教育から、メニュー作成まで職域は
多岐にわたる。数年前の新入社員が伝票
を切る際『この辺りは上様という苗字が
多いんですね」と言ったのが忘れられな
い。趣味は絵本作り｡ ｢ 子どもたち？全然
読んでくれないヨ」と豪快に笑いとばす。

，
‐
．
…
…
毒
ｉ
，
…
・
…
…
ャ
を
善
夕
て
。

》
溌
麓
》
瀞

‐
閲
１
１
ｉ
診
Ｉ
…
‐
、
よ
一
巧
ど

ＰＲＥＳＥＮＴ
C ＯＲＮＥＲ

▼
応
募
方
法
③
薬
害
に
住
所
、
氏
名
、
蹴
藷
恭
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
一
晶
巾
中
央
区
東
町

ｍ
Ｉ
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
『
月
刊
神
戸
っ
子
Ｌ
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
揮
豊
で
ご
応
藻
下
さ
い
。
５
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
幸
先
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
越
し
下
さ
い
。
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く
る
市
民
の
会
で
は
型
万
人
も

の
署
名
を
集
め
、
神
戸
市
長
に

提
出
、
チ
ー
ム
誘
致
の
機
運
を

盛
り
上
げ
た
。
３
月
末
に
は
神

★
半
ど
ん
の
会
文
化
賞

３
月
妬
日
（
土
）
、
県
民
会
館

で
、
半
ど
ん
の
会
文
化
賞
贈
呈

式
が
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
は
現
代
芸
術
賞
、
文

学
部
門
に
詩
の
な
か
け
ん
じ
、

短
歌
の
中
村
美
津
子
、
俳
句
の

千
原
草
之
、
美
術
部
門
に
洋
画

の
岩
見
健
二
、
書
の
園
部
琴
城
、

陶
芸
の
市
野
信
水
、
文
化
功
労

賞
に
俳
句
の
赤
尾
恵
以
、
短
歌

の
尾
上
田
鶴
子
、
短
歌
の
平
井

智
恵
子
、
日
本
画
の
北
井
真
生

洋
画
の
小
巻
康
治
、
県
民
感
謝

賞
に
地
域
の
西
村
勝
、
報
道
の

西
催
遊
児
、
短
歌
の
福
井
勇
、

音
楽
の
野
村
純
弘
、
短
歌
の
木

村
満
二
、
文
芸
評
論
の
森
本
穫
、

鍵

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

灘難

受賞者の田中悠子さん、山本敏
雄さん、赤尾恵以さん( 左より）

詩
の
岩
崎
風
子
、
詩
の
住
吉
千

代
美
、
短
歌
の
楠
田
立
身
、
花

絵
の
山
本
敏
雄
、
墨
象
の
牛
丸

好
一
、
ち
ぎ
り
絵
の
田
中
悠
子
、

舞
踊
の
神
崎
リ
ウ
、
音
楽
の
山

口
芳
典
、
芸
術
奨
励
賞
に
等
曲

の
松
尾
菊
寿
（
敬
称
略
）
。

受
賞
者
た
ち
に
は
お
祝
い
に

か
け
つ
け
た
人
々
か
ら
た
く
さ

ん
の
花
束
が
贈
ら
れ
、
会
場
内

は
喜
び
に
包
ま
れ
た
。

☆
目
指
せ
／
Ｊ
リ
ー
グ
ノ
．

Ｊ
リ
ー
グ
が
こ
れ
だ
け
盛
り

上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
我
ら
が
愛
す
る
神
戸
に
は

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
は
お
ろ
か
、

核
と
な
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
さ

え
な
か
っ
た
の
だ
が
、
３
月
帥

日
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
川
崎
製
鉄
サ
ッ

カ
ー
部
（
岡
山
県
・
倉
敷
市
）

が
来
シ
ー
ズ
ン
よ
り
神
戸
に
移

転
す
る
こ
と
が
神
戸
市
の
発
表

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

オ
ー
レ
ノ
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
神
戸

に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
つ

ソクラテスと未来のＪリー
ガー〃たち

鵜鍵議鍵鍵§

戸
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
の
共
催

で
、
伽
Ｗ
杯
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
主

将
と
し
て
ジ
ー
コ
や
フ
ァ
ル
カ

ン
ら
と
共
に
活
躍
し
た
ソ
ク
ラ

テ
ス
を
招
き
、
サ
ッ
カ
ー
教
室

を
開
く
な
ど
、
積
極
的
に
活

動
。
神
戸
に
も
大
き
な
サ
ッ
カ

ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
起
こ
り
そ

》
フ
ノ
。

☆
小
錦
関
の
浴
衣

漫
画
の
高
橋
孟
さ
ん
が
、
大

阪
場
所
直
前
の
高
砂
部
屋
の
稽

古
場
を
見
学
し
て
驚
い
た
そ
う

だ
。
「
映
像
で
見
る
の
と
え
ら
い

違
い
や
…
」
と
い
う
。
お
寺
の

仮
説
プ
レ
ハ
ブ
。
竹
刀
を
持
っ

た
親
方
の
前
で
、
幕
下
達
が
関

取
の
小
錦
や
水
戸
泉
に
稽
古
を

つ
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
汗
だ

く
の
全
身
は
砂
だ
ら
け
、
ヘ
と

へ
と
に
な
っ
て
い
て
も
容
赦
し

な
い
。
つ
け
て
く
れ
る
稽
古
が

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

１
１１０
１

私
の
出
会
っ
た
宝
子
た
ち
（
肥
）

ｌ
笑
顔
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
す
１

Ｍ
さ
ん

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
人
あ
た
り
の
い

い
Ｍ
さ
ん
は
、
三
十
一
歳
。

学
園
に
は
家
か
ら
自
転
車
で
通
っ
て

い
る
。
途
中
で
出
会
う
と
、
一
言
シ
と

笑
っ
て
「
お
は
よ
う
」
と
片
手
を
上
げ

る
。
ど
ん
な
仕
事
も
こ
つ
こ
つ
と
取
り

組
ん
で
い
る
姿
は
、
他
の
園
生
の
励
み

に
も
な
っ
て
い
る
。

午
後
か
ら
は
、
近
隣
の
保
育
園
に
食

器
の
洗
い
物
の
実
習
に
で
か
け
て
い

る
。
家
で
も
よ
く
お
手
伝
い
し
て
い
る

ら
し
く
、
週
に
一
回
の
調
理
実
習
で
は
、

サ
イ
コ
ロ
切
り
や
、
拍
木
子
切
り
な
ど

も
、
説
明
し
な
く
て
も
ひ
と
り
で
メ
ー
ー

ュ
ー
に
よ
っ
て
切
り
わ
け
て
い
る
。

そ
ん
な
Ｍ
さ
ん
で
も
年
に
一
回
程
、

顔
を
ま
つ
赤
に
し
て
怒
る
こ
と
が
あ

る
。
普
段
の
Ｍ
さ
ん
か
ら
は
想
像
も
で

き
な
い
け
れ
ど
、
怒
り
出
す
と
大
声
を

あ
げ
て
泣
き
な
が
ら
相
手
の
人
を
い
つ

ま
で
も
追
い
か
け
る
。

き
っ
か
け
は
い
つ
も
些
細
な
こ
と

で
、
ふ
ざ
け
て
い
て
そ
れ
が
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
て
本
気
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。職

員
が
仲
栽
に
入
っ
て
感
怖
が
お
さ

ま
る
と
あ
と
は
ケ
ロ
ッ
と
し
て
、
ま
た

い
つ
も
の
よ
う
な
笑
顔
が
戻
る
。

そ
う
、
Ｍ
さ
ん
、
や
っ
ぱ
り
あ
な
た

に
は
笑
顔
が
一
番
似
合
っ
て
る
。

（
Ｎ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
本
部

〒
町
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
‐
一
上
ハ

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
隣

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

○
七
八
’
二
二
一
－
二
一
一
四
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蕊
グラックさん一家

小
錦
関
に
紹
介
さ
れ
た
孟
さ

ん
は
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
な
小

錦
関
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で

「
あ
ん
た
漫
画
家
だ
っ
た
ら
晶

眉
筋
に
あ
げ
る
浴
衣
の
似
顔
を

描
い
て
く
れ
」
と
い
わ
れ
大
喜

び
。
ひ
ょ
ん
な
と
こ
ろ
で
漫
画
の

「
谷
町
筋
」
に
な
っ
た
と
い
う
。

☆
〃
足
で
書
い
た
″
英
文
日
本

旅
行
ガ
イ
ド
の
決
定
版

神
戸
ペ
ル
シ
ャ
美
術
館
長
の

ジ
ェ
イ
・
グ
ラ
ッ
ク
さ
ん
一
家

が
英
文
の
日
本
旅
行
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
「
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン
サ
イ

ド
ア
ウ
ト
」
を
発
刊
し
、
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

グ
ラ
ッ
ク
さ
ん
は
芦
屋
市
在

住
で
、
か
つ
て
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
ほ
ど
の

大
の
旅
行
好
き
。
澗
年
に
は
同

書
の
初
版
を
発
行
、
当
時
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
改
訂
版

－
ト
や
世
界
各
国
の
展
覧
会
や

論
評
な
ど
、
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー

ス
を
満
載
し
て
届
け
て
く
れ

る
。
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
誌
面
は
ア

ー
ト
に
関
心
の
な
い
者
で
も
十

分
楽
し
め
る
。
翻
訳
記
事
が
大

半
を
占
め
る
が
、
こ
れ
か
ら
は

日
本
版
独
自
の
記
事
を
増
や
し

て
い
く
予
定
。
６
月
号
は
５
月

、
日
発
売
。
１
６
２
０
円
。

☆
女
性
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

よ
る
華
や
か
で
熱
い
闘
い

今
年
で
５
回
目
と
な
る
「
サ

ン
ト
リ
ー
レ
デ
イ
ー
ス
オ
ー
プ

ン
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
Ⅷ
」

が
６
月
９
日
よ
り
４
日
間
、
関

西
の
名
門
コ
ー
ス
〃
有
馬
ロ
イ

ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
″
に
て
ト

ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
迎
え
て
華

や
か
に
開
催
さ
れ
る
。
「
神
戸

っ
子
」
で
は
同
大
会
の
通
し
券

霧
多
い
ほ
ど
名
誉
な
こ
と
で
「
見

込
が
あ
る
証
拠
ら
し
い
」
と
し

き
り
に
感
心
、
「
小
錦
関
も
稽
古

熱
心
な
の
に
驚
い
た
」
と
い
う
。

小錦関と神戸のター坊( 左）
高梧孟さん( 右）

２
９
０
０
円
。
欧
米
と
日
本

の
主
な
書
店
、
ホ
テ
ル
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ

は
ハ
ガ
キ
で
左
記
の
グ
ラ
ッ
ク

さ
ん
方
ま
で
。

回
〒
畑
芦
屋
市
山
芦
屋
町
画
－
５

☆
世
界
の
ア
ー
ト
が
楽
し
め
る

月
刊
誌
が
創
刊

１
９
０
２
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
生
れ
た
美
術
誌
「
ア
ー
ト

ニ
ュ
ー
ス
」
日
本
版
が
こ
の
ほ

ど
創
刊
さ
れ
、
同
朋
社
出
版
よ

り
販
売
さ
れ
て
い
る
。

美
術
を
難
し
く
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
音
楽
や
映
画
の
よ
う

に
気
楽
に
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
編
集
方
針
に
置

で
は
妻
の
ス
ミ
さ
ん
を
始
め
家

族
の
協
力
を
得
て
追
加
取
材
を

行
い
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ

た
。
同
書
で
は
約
卵
の
都
市
と

そ
の
歴
史
、
風
俗
等
日
本
の
あ

ら
ゆ
る
面
を
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
、
全
国
の

祭
り
も
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

アジアの情報にも力を入れている

左より萩原流行さん、水谷良童さん
秋元康さん

あ
の
秋
元
康
さ
ん
が
企
画
。

一
週
間
後
に
大
地
震
が
襲
う
と

い
う
死
に
隣
接
し
た
状
況
の
な

か
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
何
に
価
値

を
置
い
て
生
き
て
い
く
の
か
を

鋭
く
問
う
少
し
恐
い
ス
ト
ー
リ

ー
。
主
演
の
夫
婦
を
演
じ
る
の

は
水
谷
良
重
さ
ん
と
、
萩
原
流

行
さ
ん
。
現
代
的
テ
ー
マ
と
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
。
一
見
意
外
な
取

り
合
わ
せ
だ
け
に
、
ど
ん
な
ミ

１
１１１
１

い
た
、
世
界
の
ア
ー
ト
を
ニ
ュ

ー
ス
で
読
む
日
本
初
の
マ
ン
ス

リ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
。
世
界
主
要

副
都
市
の
特
派
員
に
よ
る
リ
ポ

を
ペ
ア
で
、
組
の
方
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
左
記
の
要
領
で

御
応
募
下
さ
い
。

■
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
応
募
方
法

葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
左
記
へ
。
締
切

は
５
月
調
日
（
土
）
。

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
東
町
順
１
１
大
神

ピ
ル
９
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
「
ゴ
ル
フ
チ

ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

☆
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
が

初
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
戦

ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
第
７
回

公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
７
Ｄ
Ａ

Ｙ
Ｓ
（
セ
ブ
ン
・
デ
イ
ズ
）
」
の

制
作
発
表
が
４
月
４
日
、
新
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
行

わ
れ
た
。
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咋
準
準
歴
塞
岬
蹄
廃
祁
雰
や
咋
拷
龍
寺
あ
坪
辱
症
峠
あ
施
一

愉
快
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
生
が
た
や

ま
れ
た
。
兵
庫
大
俳
の
テ
ー
兵
庫
津
の
道
．
ひ
と
り
で
一

マ
ソ
ン
グ
と
も
い
う
べ
き
、
詣
り
や
美
男
に
お
わ
す
大
一

〃
兵
庫
大
俳
あ
り
が
た
や
節
″
桃
つ
あ
ん
一
眼
逢
い
た
や
一

が
生
ま
れ
陽
の
目
を
見
た
。
拝
み
た
や
一
順
成
就
一

作
詞
は
本
誌
編
集
長
の
小
泉
恋
成
就
サ
テ
ノ
あ
り
一

美
喜
子
、
作
曲
は
小
野
瀬
晃
が
た
や
あ
り
が
た
や

一
、
唄
は
神
戸
の
タ
ー
坊
、
兵
庫
大
伽
あ
り
が
た
や

そ
し
て
振
付
は
若
柳
吉
金
吾
と
言
っ
た
調
子
。
今
年
の

と
地
元
で
固
め
て
い
る
。
〃
兵
庫
大
悌
ま
つ
り
〃
で
は
力

曲
柄
は
、
阿
波
お
ど
り
風
ラ
オ
ケ
大
会
や
、
こ
の
「
兵

と
サ
ン
バ
風
が
ミ
ッ
ク
ス
し
庫
大
俳
あ
り
が
た
や
節
」
の

て
い
て
、
軽
快
そ
の
も
の
。
新
作
発
表
が
行
わ
れ
て
賑
わ

歌
詞
は
こ
ん
な
風
Ｉ
う
こ
と
に
な
る
．
（
Ｙ
・
Ｙ
）

鱗i :鱗;灘鱗

ユ
ー
ジ
カ
ル
に
仕
上
が
る
の
か

何
と
も
楽
し
み
で
あ
る
。

◇
日
時
６
月
２
日
（
木
）
ｌ
帽
日
（
月
）

◇
会
場
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
刷
場

◇
入
場
料
Ｓ
席
／
前
売
五
千
円
当
日

五
千
五
百
円
Ａ
席
／
前
売
三
千
五
百
円

当
日
四
千
円

■
チ
ケ
ッ
ト
の
問
い
合
わ
せ
新
神
戸
オ

リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

茸
、
‐
湖
１
９
９
９
９

☆
「
今
、
な
ぜ
か
流
行
の
ガ
ラ

ス
展
」
開
催

関
西
で
活
躍
中
の
第
一
線
の

ガ
ラ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
旭
人
が

集
ま
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ガ

ラ
ス
展
が
５
月
即
日
よ
り
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
レ
ド
ー
ル
に
て
開
か

れ
る
。今

ガ
ラ
ス
は
従
来
の
季
節

感
、
す
な
わ
ち
夏
の
も
の
と
い

§蕊

☆
兵
庫
大
俳
あ
り
が
た
や
節

兵
庫
の
能
福
寺
に
兵
庫
大

悌
が
鎮
座
開
眼
供
養
が
行
わ

れ
て
早
く
も
３
周
年
、
こ
の

能
福
寺
で
〃
第
４
回
目
″
の

「
兵
庫
大
俳
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
歴
史
の
道
と
し
て
親
し

ま
れ
る
「
兵
庫
津
の
道
」
が

参
詣
の
人
た
ち
で
賑
わ
い
地

元
の
人
た
ち
が
大
俳
つ
あ
ん

花時計

ギャラリー「トレドール」

で
展
示
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
り
手
が
思
い
思
い
の
感

性
で
存
分
に
楽
し
み
な
が
ら
作

っ
た
も
の
ば
か
り
。
器
、
あ
か

り
、
オ
ブ
ジ
ェ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
き

っ
と
ハ
ツ
と
、
フ
シ
と
、
ワ
シ

と
喜
こ
ん
で
も
ら
え
る
は
ず
。

豊
か
で
優
し
い
気
持
ち
に
な

れ
る
も
の
と
の
出
会
い
が
人
と

人
と
の
出
会
い
と
重
な
っ
て
く

る
。
そ
ん
な
ガ
ラ
ス
が
今
、
お

勺
も
し
ろ
い
″
恥

◇
日
時
５
月
加
日
（
金
）
’
６
月
１
日

（
水
）
Ⅷ
時
Ｉ
肥
時
半
木
晒
日
休

◇
会
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ト
レ
ド
ー
ル
」

（
宝
塚
市
売
布
３
１
弧
ｌ
旧
／
阪
急
売
布

神
社
駅
か
ら
２
分
）

■
お
問
い
合
わ
せ
杉
原
登
美

宵
０
７
９
７
１
８
５
１
０
９
７
１

う
既
成
概
念
か
ら
脱
却
し
、
新

し
い
表
情
、
質
感
や
に
ほ
い
を

独
自
に
持
ち
出
し
、
別
の
顔
を

表
わ
し
て
き
て
い
る
。
カ
ラ
フ

ル
に
で
も
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
も
、

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
暖
か
さ
に
も

そ
し
て
従
来
の
持
ち
味
で
あ
る

透
明
感
、
清
潔
さ
な
ど
、
多
様

な
表
現
が
出
来
る
様
に
な
っ
て

き
た
の
だ
。
今
回
の
ガ
ラ
ス
展

１
１１２
１

●
六
○
画
ｍ
で
○
い
「

☆
５
月
廻
日
に
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神

戸
１
Ｆ
平
安
の
間
に
お
い
て
、
田
崎
真

珠
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
田
崎
俊
作
）

が
、
創
立
柵
周
年
の
謝
恩
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
開
催
。

☆
５
月
塑
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
、
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
南
館
に
お
い
て

財
団
法
人
兵
庫
ア
イ
バ
ン
ク
（
理
事
長

・
有
津
武
）
が
発
足
２
周
年
を
迎
え
、

献
眼
篤
志
家
合
同
慰
霊
祭
と
創
立
記
念

式
典
を
催
さ
れ
ま
す
。

★
日
本
郵
船
株
式
会
社
神
戸
支
店
（
安

中
琢
平
支
店
長
）
が
〒
知
神
一
旦
巾
中
央

区
海
岸
通
１
丁
目
１
番
１
号
神
戸
郵
船

ビ
ル
（
伽
）
麺
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
総
務
課
９

７
１
０
１
９
７
１
４
に
移
転
。
六
田
亦

務
所
／
〒
恥
神
戸
重
采
灘
区
向
洋
町
東

４
丁
目
お
番
郵
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
茸

、
耐
）
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
／
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
チ
ー
ム
７
５
０
０
１
７
５
０
９
コ

ン
テ
ナ
チ
ー
ム
７
５
１
０
１
７
５
１
６

情
報
運
用
課
７
５
２
２
を
新
設
。

☆
㈱
博
報
堂
（
〒
Ⅷ
墓
尿
都
千
代
田
区

神
田
錦
町
３
１
浬
）
代
表
取
締
役
融
遥

律
男
会
長
・
岱
衣
取
締
役
社
長
東
海
林

隆
氏
の
就
任
披
露
が
５
月
”
日
ホ
テ
ル

一
一
ニ
ー
オ
ー
タ
ー
ー
大
阪
「
鳳
鳳
の
間
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

☆
６
月
１
日
午
後
６
時
よ
り
、
社
団
法

人
日
本
真
珠
振
興
会
（
田
崎
俊
作
会
長
）

の
パ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
Ⅷ
「
パ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
」
が
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

大
輪
田
の
間
で
開
催
さ
れ
、
パ
ー
ル
プ

リ
ン
セ
ス
・
パ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
、
パ
ー
ル
デ
イ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。

☆
６
月
４
日
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
南
館

１
Ｆ
大
輪
田
の
間
に
お
い
て
、
中
内
力

氏
次
男
仁
様
と
、
赤
田
寅
氏
長
女
知
子

様
が
結
婚
式
を
。
お
め
で
と
う
／

★
４
月
鍋
日
采
）
午
後
６
時
釦
分
よ
り

ア
ー
チ
ス
ト
鳩
本
晒
三
氏
の
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
が
。
毎
日
新
聞
社
刊
「
芸
術

と
は
人
を
驚
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
。

★
女
優
・
三
林
京
子
さ
ん
と
、
文
楽
人

形
遣
い
・
吉
田
塗
太
郎
師
姉
弟
が
、
オ

フ
ィ
ス
㈲
「
三
り
ん
舎
」
設
立
。
〒
柳

墓
扉
都
渋
谷
区
神
宮
前
４
－
ぉ
ｌ
鵡
原

宿
ジ
ー
ト
ル
ン
ク
弧
号
宮
肥
（
３
４
０

４
）
５
９
９
５
Ｆ
Ａ
ｘ
５
９
９
４
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☆
猫
の
手
も
借
り
た
い
店

食
○
秒
蒔
胃
騨
旨
亀
哲

北
野
坂
は
、
い
ろ
り
屋
の
東

向
い
に
あ
る
リ
ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
２
階
に
、
猫
の
手
も
借
り

た
い
と
名
附
け
た
翁
ら
豊
富
‐

且
弓
が
あ
る
。
朝
加
時
ｌ
午
後

５
時
迄
は
カ
フ
ェ
・
午
後
６
時

ｌ
夜
中
の
２
時
迄
は
バ
ー
に
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
錘

Ｆ
宴
会
係
だ
っ
た
永
田
幸
雄
さ

ん
と
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

に
勤
め
る
稜
子
さ
ん
は
京
町
で

に
は
い
つ
の
間
に
や
ら
猫
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
い
っ
ぱ
い
。

稜
子
さ
ん
の
描
い
た
猫
の
絵

も
と
て
も
楽
し
い
。
ネ
コ
瑚
誹

剛
円
、
バ
カ
ラ
の
ロ
ッ
ク
グ
ラ

ス
で
飲
む
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ビ
ー

ル
生
剛
円
、
カ
ク
テ
ル
Ⅷ
円
、

４
人
掛
け
の
椅
子
席
に
チ
ャ
ー

ジ
伽
円
。
猫
の
気
ま
ぐ
れ
で
火

曜
休
日
、
水
曜
喫
茶
休

北
野
の
お
茶
の
間
の
よ
う
な

雰
囲
気
だ
ニ
ャ
ン
ノ
．

回
中
央
区
北
野
町
一
一
丁
目
７
１
冊
（
リ

ン
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
－
２
Ｆ
）
言
、
ｌ
亜

’
３
９
４
９

’
113
！

プ
ン
。揚

げ
た
て
、
焼
き
た
て
、
煮

立
て
の
ア
ッ
ア
ッ
な
ど
、
そ
の

場
で
作
ら
れ
た
お
そ
う
ざ
い
が

約
帥
品
。
か
ら
だ
に
や
さ
し
い

味
付
け
を
貨
低
塩
低
糖
低
カ

ロ
リ
ー
を
ポ
イ
ン
ト
に
あ
っ
さ

り
味
に
調
理
さ
れ
て
い
る
の

で
、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
な
い

お
い
し
さ
。
好
き
な
も
の
を
好

☆
「
そ
う
ざ
い
や
地
球
健
康
家

族
」
１
号
店
岡
本
に
オ
ー
プ
ン

こ
れ
か
ら
の
そ
う
ざ
い
店
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
「
地

球
」
「
健
康
」
「
家
族
」
を
テ
ー
マ

に
、
㈱
ロ
ッ
ク
。
フ
ィ
ー
ル
ド

が
開
い
た
お
店
。
３
／
”
オ
ー

び
っ

き
な
だ
け
自
分
で
容
器
に
入
れ

て
買
い
求
め
る
ス
タ
イ
ル
だ

が
、
容
器
の
再
利
用
、
持
ち
込

み
な
ど
を
歓
迎
。
そ
の
際
も
ら

え
る
カ
ー
ド
を
集
め
る
と
、
商

品
と
交
換
し
て
も
ら
え
る
が
、

こ
れ
は
「
資
源
保
護
に
ご
協
力

頂
い
た
感
謝
の
気
持
ち
」
と
の

こ
と
。予

約
注
文
も
で
き
る
。
お
昼

に
は
日
替
り
弁
当
も
あ
る
。

■
お
昼
の
献
立
加
時
半
Ｉ
、
夕
べ
の
献
立

３
時
半
Ｉ
、
閉
店
訓
時
。
Ｊ
Ｒ
摂
津
本
山

駅
山
側
１
分
。
麓
卿
１
８
８
８
２

どれもおいしそうで迷ってしまう

出
会
っ
て
４
年
前
に
結
婚
。
昨

年
加
月
こ
の
店
を
オ
ー
プ
ン
。

ア
メ
リ
カ
ン
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア

の
猫
を
飼
う
猫
好
き
夫
妻
の
店

厳
選
さ
れ
た
材
料
を
独
自
の

味
付
け
で
調
理
。
上
質
の
脱
臭

ニ
ン
ニ
ク
使
用
で
、
気
に
な
る

ニ
オ
イ
の
心
配
な
し
。

味
噌
味
、
し
ょ
う
油
味
の
た

れ
付
き
。
好
み
の
た
れ
で
頂
け

る
。
寓
寿
殿
に
は
怒
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
は
２
種
類

の
た
れ
を
ミ
ッ
ク
ス
す
る
の
が

お
気
に
入
り
。

試
み
に
冷
凍
保
存
を
し
た
。

家
で
作
っ
た
も
の
は
焼
く
際
、

フ
ラ
イ
パ
ン
に
鮫
子
が
く
っ
つ

く
が
、
そ
の
心
配
も
全
く
な

☆
一
度
は
お
試
し
あ
れ
、
菖
寿

殿
の
手
作
り
神
戸
鮫
子
。

蔦
寿
殿
は
神
戸
に
誕
生
し
て

妬
年
。
グ
ル
メ
時
代
に
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
た
の

が
〃
神
戸
鮫
子
〃
。

し
。
働
く
主
婦
に
と
っ
て
、
作

り
お
き
な
ら
ぬ
、
買
い
お
き
に

は
鮫
子
は
大
き
な
味
方
。

気
に
な
る
お
値
段
の
方
は
、

８
人
前
別
個
で
４
０
０
０
円
。

岨
人
前
加
個
で
６
０
０
０
円
。

ｌ
土
産
用
、
贈
答
用
に
地
方
発

送
も
あ
り
。

嬉
し
い
神
戸
新
名
物
の
登
場

だ
。

猫好きな人にはたまらないお店
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●
る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
●
⑳

平
清
盛
の
甥
で
、
須
磨
寺
の
「
青
葉
の
笛
」
の
故
事
で
名
高
い

平
敦
盛
の
兄
に
あ
た
る
平
経
正
は
、
琵
琶
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ

た
。神

戸
音
楽
散
歩
は
、
ま
ず
経
正
ゆ
か
り
の
兵
庫
区
島
上
町
「
琵

琶
塚
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
。
近
世
初
頭
に
三
味
線
が
入
っ
て

く
る
ま
で
、
琵
琶
が
代
表
的
な
弦
楽
器
で
あ
っ
た
。
須
磨
の
村
上

帝
社
は
、
琵
琶
の
奥
義
を
極
め
よ
う
と
入
唐
を
思
い
立
っ
た
藤
原

師
長
の
前
に
、
村
上
天
皇
の
霊
が
現
わ
れ
て
名
器
「
獅
子
丸
」
を

授
け
た
と
い
う
、
能
の
「
絃
上
」
の
舞
台
。
長
田
に
住
む
筑
前
琵

琶
の
総
師
範
、
芝
田
旭
堂
さ
ん
の
長
女
、
元
・
宝
塚
娘
役
ス
タ
ー

の
上
原
ま
り
さ
ん
が
平
家
琵
琶
の
奏
者
と
な
り
、
各
地
で
コ
ン
サ

ー
ト
を
ひ
ら
い
て
い
る
。

結
論
か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら
、
神
戸
は
「
日
本
的
」
な
街

で
あ
る
。
音
楽
か
ら
も
そ
れ
は
見
て
と
れ
る
。
須
磨
寺
所
伝
の
一

絃
琴
は
「
須
磨
琴
」
と
よ
ば
れ
る
が
、
「
春
の
海
」
の
作
曲
者
で

「
現
代
邦
楽
の
父
」
と
い
わ
れ
る
等
曲
家
の
宮
城
道
雄
の
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
、
生
誕
の
地
神
戸
で
は
、
誕
生
日
の
四
月
七
日
を

中
心
に
、
全
国
か
ら
邦
楽
関
係
者
が
参
加
し
て
盛
大
に
記
念
行
事

が
行
わ
れ
た
。
宮
城
道
雄
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
邦
楽
が
も
っ
て

い
た
声
楽
重
視
、
旋
律
本
位
と
い
っ
た
特
長
を
い
か
し
つ
つ
、
西

洋
音
楽
の
メ
ソ
ッ
ド
を
摂
り
入
れ
、
国
民
的
人
気
を
博
し
た
音
楽

家
で
あ
る
。

さ
く
ら
銀
行
の
敷
地
内
に
あ
る
生
誕
の
碑
の
近
く
に
、
音
楽
フ

ァ
ン
待
望
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
「
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
」
が
開
場

し
た
。
な
が
く
洋
画
専
門
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
館
「
神
戸
朝
日
会

さくら銀行の敷地内にある、宮城道維生誕の碑。『春の海』のメロディーが流れる。

河
内

厚
郎
八
文
芸
・
演
劇
評
論
家
Ｖ
写
真
／
池
田
年
夫

’
1１４
１

神
戸
と
音
楽
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館
」
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ピ
ル
は
昭
和
九
年
、

旧
外
国
人
居
留
地
の
北
端
部
に
建
て
ら
れ
た
。
カ
ー
ブ
す
る
道
路

に
面
し
た
地
形
を
い
か
し
て
、
真
円
の
四
分
の
一
の
扇
形
と
い

う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ォ
ル
ム
。
北
か
ら
西
へ
穏
や
か
に
カ
ー
ブ
す

る
外
壁
と
、
そ
れ
を
支
え
る
イ
オ
ニ
ア
式
の
柱
列
が
独
特
で
、
建

て
替
え
計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
神
戸
市
民
か
ら
保
存
を

望
む
声
が
起
き
た
。
設
計
施
工
を
担
当
し
た
竹
中
工
務
店
は
、
旧

ビ
ル
の
面
影
を
そ
っ
く
り
残
す
低
層
部
（
地
下
二
階
１
地
上
六
階
）

と
、
高
層
部
（
七
階
’
一
一
十
六
階
）
と
の
融
合
に
取
り
組
み
、
低

層
部
の
外
壁
に
は
旧
ピ
ル
と
同
じ
テ
ラ
コ
ッ
タ
を
採
用
し
た
。

。
客
席
数
は
、
五
百
五
。
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
火
の

一
つ震

烏
」
で
、
壁
や
天
井
に
烏
の
羽
の
よ
う
な
重
な
り
を
も
た
せ
た
の

力嘩
も
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
「
再
生
」
を
意
識
し
て
い
る
わ
け

雄
だ
。
客
席
シ
ー
ト
は
神
戸
ら
し
く
、
海
を
表
す
、
濃
い
ブ
ル
ー
。

》
型
舞
台
と
客
席
が
ほ
ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
の
広
さ
で
、
舞
台
の
間
口
は
こ

し釦
十
・
五
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
は
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
こ
》
」
で
ど
ん

猛
な
演
奏
会
が
ひ
ら
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
企
画
力
が
間
わ
れ

熱
る
。
古
い
部
分
を
保
存
再
生
し
た
同
ホ
ー
ル
の
性
格
か
ら
考
え

垂
て
、
ま
た
大
人
の
ム
ー
ド
を
漂
わ
せ
る
旧
居
留
地
界
隈
の
カ
ラ
ー

左
か
ら
し
て
も
、
や
は
り
和
洋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
が
向
い
て
い
る
と
思

四
う
。
本
誌
四
月
号
に
、
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
、
前
の
神
戸
室
内
合

し函
奏
団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
だ
っ
た
北
浦
洋
子
さ
ん
が
、
云
」
の

罪
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
て
み
た
い
と
語
っ
て
い
る
。

率
三
月
一
一
十
六
日
、
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
で
、
貴
志
康
一
の
バ
イ
オ

鋤
リ
ン
曲
の
数
々
が
北
浦
洋
子
さ
ん
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。
神
戸

吟
に
は
朝
比
奈
隆
や
延
原
武
春
と
い
っ
た
関
西
洋
楽
界
の
リ
ー
ダ
ー

蝿
が
住
ん
で
い
る
が
、
芦
屋
ゆ
か
り
の
天
才
作
曲
家
、
貴
志
康
一

くグ
（
一
九
○
九
’
一
一
一
七
）
を
抜
き
に
関
西
の
音
楽
史
は
語
れ
な
い
。

や
話
は
大
正
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
月
の
美
し
い
夜
、
芦
屋
の
浜

》
辺
を
散
歩
し
て
い
た
神
戸
在
住
の
ロ
シ
ア
人
音
楽
家
、
ウ
エ
ッ
ク

罪
ス
ラ
ー
は
思
わ
ず
足
を
止
め
た
。
弦
の
響
き
に
誘
わ
れ
る
よ
う

需
に
、
音
色
が
流
れ
て
く
る
白
い
洋
館
の
外
階
段
を
つ
た
っ
て
ベ
ラ

韮
ン
ダ
に
の
ぼ
る
と
：
ハ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
少
年
の
姿
が
ｌ
こ
の

輝
少
年
こ
そ
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ
イ
ル
ハ
ー
モ

曇
一
一
－
を
指
揮
し
、
天
才
音
楽
家
と
う
た
わ
れ
な
が
ら
一
一
十
八
歳
の

５
１
１
１
１
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若
さ
で
天
折
し
た
貴
志
康
一
だ
っ
た
。

康
一
の
父
は
甲
南
女
子
校
の
創
設
に
か
か
わ
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア

で
、
茶
道
や
禅
道
の
世
界
で
も
著
名
だ
っ
た
。
そ
の
長
男
と
し
て

恵
ま
れ
た
環
境
に
育
っ
た
康
一
は
、
甲
南
小
学
校
に
在
学
中
か
ら

バ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
始
め
た
。
ウ
ェ
ッ
ク
ス
ラ
ー
の
指
導
を
受
け

て
、
甲
南
高
校
を
一
一
年
で
中
退
、
十
七
歳
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
立

音
楽
学
校
に
入
学
。
首
席
（
次
席
と
い
う
説
も
あ
る
）
で
卒
業
し

た
後
、
当
時
六
万
円
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
を
抱
え
て
帰
国
。

二
十
一
歳
で
三
た
び
渡
欧
、
巨
匠
フ
ル
ト
ベ
ン
グ
ラ
ー
に
師
事

し
て
ベ
ル
リ
ン
・
フ
イ
ル
を
指
揮
。
作
曲
に
も
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
、
日
本
情
緒
あ
ふ
れ
る
歌
曲
「
天
の
原
」
「
赤
い
か
ん
ざ
し
」

と
い
っ
た
作
品
を
発
表
し
た
。
二
十
六
歳
で
帰
国
し
、
翌
年
、
ベ

ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
暗
譜
で
演
奏
し
て
音
楽
界
の
ス
ー
パ
ー
・

ス
タ
ー
と
な
っ
た
が
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
と
の
共
演
を
最

後
に
盲
腸
炎
か
ら
腹
膜
炎
を
併
発
し
、
翌
三
七
年
十
一
月
十
七

日
、
他
界
し
た
。
そ
の
ま
ぶ
し
い
ば
か
り
の
業
績
も
、
日
中
戦
争

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
へ
と
続
く
歴
史
の
荒
波
に
の
ま
れ
か
け
て

い
た
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
湯
川
秀
樹
博
士
の
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
式
で
、
会
場
に
貴
志
康
一
の
バ
イ
オ
リ
ン
曲
「
竹
取
物
語
」

が
流
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
遺
族
が
楽
譜
や
手
紙
な
ど
遺
品
を
母
校
の
甲
菌
局
校

に
寄
贈
し
「
貴
志
康
一
記
念
室
」
が
設
け
ら
れ
た
。
七
八
年
に
同

校
の
新
講
堂
完
成
を
記
念
し
て
開
い
た
演
奏
会
で
、
そ
の
バ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
が
、
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
朝
比
奈
隆
さ
ん
の
指

揮
、
辻
久
子
（
宝
塚
在
住
）
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
で
よ
み
が
え
り
、

レ
コ
ー
ド
と
な
っ
た
。
ま
た
交
響
曲
「
仏
陀
」
な
ど
も
指
揮
者
の

小
松
一
彦
さ
ん
ら
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
Ｃ
Ｄ
に
も
な
っ
て
い

る
。
日
本
的
叙
情
を
西
洋
音
楽
に
い
か
し
た
そ
の
音
楽
は
、
日
本

と
西
洋
と
の
融
合
と
い
う
意
味
で
、
宮
城
道
雄
と
共
通
の
性
格
を

も
っ
て
い
る
。

戦
前
、
宝
塚
が
全
国
一
の
ピ
ア
ノ
普
及
率
を
誇
っ
た
よ
う
に
、

神
戸
・
阪
神
間
は
洋
楽
が
早
く
か
ら
根
づ
い
た
土
地
柄
で
あ
り
、

ベ
ガ
ホ
ー
ル
な
ど
全
国
的
に
名
高
い
ホ
ー
ル
が
多
い
。
し
か
し

今
、
何
と
い
っ
て
も
話
題
の
中
心
は
、
関
西
オ
。
ヘ
ラ
の
殿
堂
、
尼

崎
の
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
シ
ド
ニ
ー

ベルリン・フィルを指揮する貴志康一。

１
１１６
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ｌ
ｍｌ
ｌ

。
平
可
葵
堂
司
皿
丁
冒
国
璽
菅
・
藍
司

緊
才
〒
喜
翠
墓
剥
①
塑
騨
認
豆
、
寿
一
二
王
￥
、
蝉
ユ
ユ
罰
ユ
己
鋼
？
『
罫
星
雲
』
ゴ
呈
蒋
自
立
二
￥
ゴ

丁
郭
γ
建
肇
且
￥
ゴ
亜
目
の
罫
坪
革
具
、
寄
室
一
一
票
舵
。
受
⑪
１
坪
早
霞
ゴ
『
篭
坪
嘩
γ
、
当
蚤
』
古
○

Ｖ
￥
一
心
判
？
「
一
平
二
耳
司
督
才
受
坤
“
ｎ
才
罫
⑦
垂
識
ｑ
案
Ｃ
罫
皇
垂
心
ユ
卿
Ｃ
、
馨
刻
虹
識
士
、
Ｙ

牙
⑦
墓
塞
受
蓄
篭
。
『
豊
恥
華
士
』
。
平
呼
剰
カ
マ
勤
皇
塞
曾
嘩
鉦
の
芸
、
域
早
の
準
日
舜
単
騨
判
亨
＆
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慶
長
五
年
九
月
十
五
日

回
神
戸
文
学
賞
受
賞

１
１２０
１

そ
れ
か
ら
短
い
夢
を
み
た
。

何
百
、
何
千
と
い
う
兵
士
が
、
寝
て
い
る
さ
な
え
の
傍
ら
を
、

屋
敷
の
中
を
通
り
抜
け
て
、
急
ぎ
足
で
行
進
し
て
い
く
。
鎧
の
擦

れ
る
音
が
す
る
。
さ
な
え
は
起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
が
、
あ
が
い

て
も
、
ど
う
し
て
も
体
が
動
か
な
い
。

そ
ん
な
夢
だ
っ
た
。
ほ
ん
の
短
い
眠
り
だ
っ
た
が
、
じ
っ
と
り

汗
を
か
い
て
い
た
。

胸
騒
ぎ
が
し
て
、
起
き
上
が
っ
た
。
雨
の
音
が
し
た
。
耳
を
澄

ま
す
と
、
気
の
せ
い
か
地
鳴
り
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
。

夜
明
け
ま
で
は
ま
だ
、
か
な
り
間
が
あ
る
は
ず
だ
っ
た
。

さ
な
え
は
部
屋
を
出
て
、
土
間
に
お
り
た
。
明
か
り
を
灯
し
、

手
早
く
飯
を
炊
い
た
。
炊
き
た
て
の
飯
を
、
熱
さ
を
我
慢
し
て
握

っ
た
。握

り
飯
が
で
き
あ
が
っ
た
時
、
勝
手
口
の
戸
を
叩
く
者
が
い

た
。「

だ
れ
？
」

「
為
助
や
」

さ
な
え
は
、
急
い
で
戸
を
開
け
た
。

い
ぐ
さ

「
戦
や
で
」

蓑
を
着
け
た
為
助
が
、
戸
を
開
け
た
と
た
ん
に
言
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
」

さ
な
え
が
握
り
飯
を
指
さ
す
と
、
為
助
は
感
心
し
た
よ
う
に
領

４
子
の
刻

楽
ミ
ュ
ウ

コ
ラ
ー
ジ
ュ
／

田
中
徳
喜
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ど
、
太
く
大
き
な
、
切
羽
詰
ま
っ
た
声
だ
っ
た
。

ど
こ
か
に
隠
れ
よ
う
と
す
る
為
助
に
、
こ
こ
に
い
て
欲
し
い
と

小
声
で
言
っ
た
。
ひ
と
り
で
迎
え
る
の
が
、
不
安
だ
っ
た
。

伏
し
目
が
ち
に
戸
を
開
け
た
。

「
さ
な
え
」

市
右
術
門
は
倒
れ
か
か
る
よ
う
に
、
入
っ
て
き
た
。
鎧
は
つ
け

て
い
な
か
っ
た
。
着
物
の
右
肩
の
あ
た
り
が
破
れ
て
、
下
に
布
を

巻
き
付
け
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ
こ
か
ら
血
が
惨
ん
で
い
る
。

「
怪
我
を
？
」

「
ち
よ
こ
つ
と
な
」

さ
な
え
は
市
右
衛
門
の
腰
に
、
片
手
を
ま
わ
し
た
。
す
る
と
市

右
衛
門
は
、
す
〃
な
り
も
た
れ
か
か
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
こ
と
は

初
め
て
だ
と
、
さ
な
え
は
思
っ
た
。

「
為
助
さ
ん
が
、
心
配
し
て
き
て
く
れ
て
」

「
そ
う
か
」

為
助
は
土
間
の
上
に
、
座
り
こ
ん
で
い
た
。

市
右
衛
門
は
、
土
間
か
ら
一
段
高
く
な
っ
た
板
敷
き
に
腰
掛
け

た
。
ど
す
黒
い
顔
色
を
し
て
い
た
。

「
じ
き
に
、
出
て
い
か
ね
ば
な
ら
ん
」

さ
な
え
は
市
右
衛
門
の
前
に
、
両
膝
を
つ
い
て
し
ゃ
が
ん
だ
。

「
そ
の
傷
で
、
戦
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」

さ
な
え
は
、
一
緒
に
逃
げ
よ
う
と
決
め
た
相
手
、
為
助
を
見

た
。
為
助
は
市
右
衛
門
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
、
竃
の
か
げ
で
、

横
を
向
い
て
握
り
飯
を
食
べ
て
い
た
。

「
こ
の
傷
で
は
、
足
軽
の
指
揮
は
で
き
ん
。
そ
ん
や
で
殿
に
お
願

い
し
て
、
松
尾
山
の
小
早
川
秀
秋
殿
の
と
こ
ろ
へ
行
く
役
目
を
い

た
だ
い
た
。
小
早
川
殿
は
、
い
ま
は
敵
じ
ゃ
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い

て
く
だ
さ
る
か
も
し
れ
ん
お
方
じ
ゃ
。
小
早
川
殿
の
陣
営
に
お
も

む
い
て
、
そ
れ
を
見
と
ど
け
る
と
い
う
大
切
な
お
役
目
じ
ゃ
」

「
お
ひ
と
り
で
？
」

「
い
や
、
違
う
が
…
」

も
し
小
早
川
秀
秋
が
、
こ
ち
ら
の
意
に
そ
わ
ぬ
行
動
を
と
れ

ば
、
自
分
が
、
火
縄
銃
で
秀
秋
を
撃
つ
つ
も
り
だ
と
市
右
衛
門
は

言
っ
た
。

１
１２１
１

い
た
。
そ
し
て
、
蓑
を
ぬ
ぎ
な
が
ら
聞
い
た
。

「
お
は
な
ち
や
ん
は
？
お
る
ん
か
？
」

「
ま
だ
寝
て
る
。
そ
れ
よ
り
」

さ
な
え
は
戸
を
閉
め
て
、
為
助
と
向
か
い
合
っ
て
立
ち
、
声
を

ひ
そ
め
た
。

「
う
ち
な
あ
、
」

「
知
っ
て
る
。
お
ま
つ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
」

「
で
も
、
旦
那
さ
ま
の
子
か
も
し
れ
ん
」

「
う
ん
」

為
助
は
表
情
を
変
え
な
か
っ
た
。
さ
な
え
は
年
下
で
、
だ
ら
し

な
い
為
助
が
、
急
に
男
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
戦
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
村
を
出
よ
う
。
と
り
あ
え
ず
河
内
国
ま

で
行
こ
。
あ
と
は
、
ど
う
に
で
も
な
る
や
ろ
。
い
や
、
ど
う
に
か

す
る
。
行
け
る
か
？
」

さ
な
え
は
為
助
を
見
た
。

い
く
ら
撫
で
つ
け
て
も
、
思
う
と
お
り
に
な
ら
な
か
っ
た
為
助

の
髪
は
、
雨
に
濡
れ
て
、
お
と
な
し
く
頭
に
張
り
付
い
て
い
た
。

雨
の
粒
が
盛
り
上
が
っ
た
頬
を
避
け
て
、
こ
め
か
み
か
ら
顎
へ
と

っ
た
っ
て
落
ち
た
。

さ
な
え
は
額
に
、
瞬
間
、
浅
い
級
を
寄
せ
た
。

そ
れ
か
ら
、
唇
を
と
が
ら
せ
た
。

「
行
く
」

蓑
を
持
っ
た
ま
ま
、
為
助
は
さ
な
え
を
抱
き
す
く
め
た
。
さ
な

え
の
着
物
が
い
っ
ぺ
ん
に
濡
れ
た
。

「
冷
た
い
な
」

「
か
ま
へ
ん
や
ん
」

「
は
な
を
起
こ
さ
な
あ
か
ん
」

「
そ
や
な
」

為
助
は
腕
の
力
を
ゆ
る
め
た
。
さ
な
え
は
笑
い
な
が
ら
、
握
り

飯
を
取
っ
て
、
為
助
の
手
の
ひ
ら
に
の
せ
た
。
為
助
は
、
か
ぶ
り

つ
い
た
。

突
然
、
ま
た
勝
手
口
の
戸
を
叩
く
音
が
し
た
。

外
か
ら
、
さ
な
え
を
大
声
で
よ
ん
だ
。
聞
き
覚
え
の
あ
る
声
だ

っ
た
。
市
右
術
門
ら
し
か
っ
た
。
だ
が
そ
う
と
は
思
え
な
い
ほ
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つ
え
つ
」

さ
な
え
は
傭
い
た
。
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

市
右
術
門
は
つ
い
先
刻
、
は
な
が
話
し
て
い
た
の
と
、
そ
っ
く

り
同
じ
こ
と
を
語
っ
た
。
あ
れ
は
作
り
話
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

し
か
も
、
は
な
が
言
っ
て
い
た
若
武
者
と
い
う
の
は
、
市
右
術
門

だ
っ
た
。

開
い
て
い
る
う
ち
に
、
さ
な
え
は
目
舷
が
し
て
き
た
。
倒
れ
ま

い
と
、
背
筋
に
力
を
い
れ
た
。

「
あ
れ
か
ら
、
わ
し
は
女
を
遠
ざ
け
て
き
た
。
わ
し
は
お
前
を
ど

う
し
て
や
っ
た
ら
い
い
の
か
、
や
さ
し
ゅ
う
し
て
や
ろ
う
と
思
っ

て
い
な
が
ら
、
ど
う
に
も
で
き
ん
か
つ
た
。
お
前
が
い
な
が
ら
、

駆
け
落
ち
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
女
の
死
に
顔
ば
か
り
、
思
い
出

し
て
し
も
う
て
。
こ
の
歳
に
な
っ
て
も
。
す
ま
ん
」

傭
い
た
ま
ま
、
さ
な
え
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。
歯
捧
か
つ

た
。な

ぜ
、
も
っ
と
は
や
く
打
ち
明
け
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。
市

右
衛
門
と
暮
ら
し
た
二
年
が
、
瞬
時
に
空
白
の
、
意
味
の
な
い
年

月
に
す
り
か
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

市
右
衛
門
は
そ
っ
と
立
っ
て
、
戸
口
に
近
づ
い
た
。

「
あ
っ
、
あ
の
旦
那
さ
ま
」

さ
な
え
が
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
と
、
市
右
衛
門
は
動
く
な
と

怒
鳴
っ
た
。
そ
の
強
い
調
子
の
怒
鳴
り
声
が
、
腹
の
子
の
こ
と
を

言
い
か
け
て
い
た
、
さ
な
え
の
唇
が
動
く
の
を
止
め
た
。

「
黒
野
城
へ
は
行
か
な
く
て
い
い
。
わ
し
は
も
う
帰
ら
ん
と
思
っ

て
く
れ
。
い
い
な
」

そ
し
て
為
助
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
よ
ろ
し
く
頼
む
と
言
っ
て

頭
を
下
げ
た
。

戸
を
開
け
放
し
て
、
市
右
衛
門
は
出
て
い
っ
た
。

雨
足
は
強
く
な
っ
て
い
た
。
外
に
は
、
炎
の
小
さ
く
な
っ
た
松

明
を
大
事
そ
う
に
持
っ
た
男
が
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
待
っ
て
い

た
。痩

せ
て
、
目
だ
け
が
大
き
な
男
だ
っ
た
。
市
右
衛
門
は
笠
を
か

ぶ
っ
て
か
ら
、
西
に
向
け
て
急
ぎ
足
で
歩
き
だ
し
た
。
待
っ
て
い

た
男
は
、
う
し
ろ
か
ら
つ
い
て
い
っ
た
。

１
１２２
１

さ
な
え
は
目
を
見
開
き
、
挑
む
よ
う
に
、
市
右
衛
門
の
ほ
う
へ

上
体
を
傾
け
た
。

「
さ
い
わ
い
怪
我
を
し
た
の
は
右
肩
。
銃
を
支
え
る
の
は
左
だ
か

ら
、
一
発
ぐ
ら
い
は
撃
て
る
」

（
旦
那
さ
ま
が
、
死
ぬ
…
）

さ
な
え
は
唇
を
か
ん
だ
。

市
右
衛
門
は
微
笑
ん
だ
。

「
松
尾
山
へ
ゆ
く
前
に
ど
う
し
て
も
、
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ん

こ
と
が
あ
っ
て
の
う
」

市
右
術
門
は
さ
な
え
の
髪
を
な
ぜ
、
頬
に
触
れ
た
。
傷
の
せ
い

で
熱
が
あ
る
の
か
、
冷
た
い
は
ず
の
市
右
衛
門
の
手
は
暖
か
か
っ

た
。「

わ
い
、
帰
り
ま
す
」

為
助
が
深
々
と
頭
を
下
げ
て
か
ら
、
立
と
う
と
し
た
。

「
聞
い
て
く
れ
は
し
ま
い
か
」

市
右
衛
門
は
為
助
の
ほ
う
へ
、
手
を
伸
ば
し
た
。
為
助
は
ま
た

座
り
直
し
た
。

「
わ
し
は
長
い
こ
と
、
さ
な
え
、
お
前
を
だ
ま
し
て
い
た
。
村
人

の
口
も
封
じ
込
め
て
き
た
。
わ
し
は
、
お
前
以
外
に
妻
を
要
っ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
の
じ
ゃ
」

為
助
と
さ
な
え
は
同
時
に
、
市
右
衛
門
を
見
げ
た
。
市
右
衛
門

は
、
独
り
身
で
と
お
す
つ
も
り
だ
っ
た
と
、
告
げ
た
。

「
望
め
ば
、
別
の
村
で
で
も
女
を
探
す
こ
と
は
で
き
た
が
、
わ
し

は
し
な
か
っ
た
。
お
前
は
、
お
前
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
村
へ
き

た
。
初
め
て
見
て
気
に
い
っ
た
。
お
前
は
わ
し
の
昔
を
、
ま
っ
た

く
知
ら
ん
。
鉄
砲
の
縁
も
あ
る
。
や
り
な
お
せ
る
か
も
し
れ
ん
と

思
っ
て
の
う
」

さ
な
え
は
吸
い
つ
く
よ
う
に
、
市
右
衛
門
を
見
た
。
市
右
衛
門

は
、
高
い
所
か
ら
遠
く
を
見
下
ろ
す
よ
う
な
目
を
し
て
い
た
。
幅

の
せ
ま
い
小
さ
な
鼻
孔
か
ら
、
時
お
り
漏
ら
す
息
の
音
は
震
え
て

い
た
。

「
若
い
頃
、
わ
し
は
過
ち
か
ら
人
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
空
き

家
に
な
っ
て
い
る
寺
が
あ
る
だ
ろ
う
。
あ
そ
こ
に
い
た
僧
侶
だ

。
。
。
」
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に
も
で
き
な
い
、
特
別
な
役
目
を
果
た
す
の
だ
と
い
う
、
あ
る
優

越
感
に
似
た
た
か
ぶ
り
が
市
右
衛
門
を
駆
り
立
て
て
い
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
さ
な
え
を
自
由
に
し
て
、
為
助
と
ど
こ
か
好
き

な
所
へ
行
か
せ
て
や
ろ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
ふ
た
り
の
こ
と

は
半
年
ほ
ど
前
、
足
軽
達
が
噂
し
て
い
る
の
を
、
偶
然
立
ち
聞
き

し
て
知
っ
た
。

す
ぐ
に
人
を
使
っ
て
、
さ
な
え
の
行
動
を
見
張
ら
せ
、
確
か
め

た
。市

右
衛
門
は
、
殺
し
た
住
職
の
悪
霊
が
、
自
分
へ
の
仕
返
し
の

た
め
に
、
さ
な
え
を
為
助
の
も
と
へ
導
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
自
分
を
裏
切
っ
た
さ
な
え
を
、
正
気
と
は
思
い
た
く
な
か
っ

た
。
若
い
さ
な
え
が
可
愛
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
さ
な
え
の
ほ
う
か
ら
そ
の
罪
を
詫
び
た
り
、
屋
敷

を
出
て
い
こ
う
と
し
た
な
ら
、
や
は
り
さ
な
え
を
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。

住
職
と
同
じ
よ
う
に
、
妻
で
あ
る
さ
な
え
を
殺
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
そ
う
い
う
自
分
を
、
為
助
を
、
悪
霊

を
、
憎
ん
だ
。
さ
な
え
は
憎
め
な
か
っ
た
。

さ
な
え
の
口
か
ら
、
為
助
の
こ
と
を
聞
き
た
く
な
か
っ
た
。
市

右
衛
門
は
さ
な
え
に
、
隙
を
み
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。

死
ん
だ
住
職
の
妻
の
こ
と
を
、
市
右
衛
門
は
き
れ
い
に
、
大
事

に
思
い
す
ぎ
て
い
た
。
堅
い
雪
の
塊
の
よ
う
な
そ
の
思
い
は
、
さ

な
え
と
い
る
こ
と
で
溶
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。
も
う
少
し

で
、
素
直
な
気
持
ち
を
、
さ
ら
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気

が
し
て
い
た
。

一
人
暮
ら
し
が
長
く
続
い
た
た
め
に
、
そ
れ
に
慣
れ
て
し
ま
っ

て
、
さ
な
え
と
、
う
ま
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
。
さ

な
え
に
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
と
、
わ
か
っ
て
い
た
。
為
助

と
の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
も
、
さ
な
え
を
離
縁
し
よ
う
と
は
、
思

わ
な
か
っ
た
。

だ
が
別
れ
る
時
は
き
た
。
市
右
衛
門
は
死
ぬ
つ
も
り
で
い
た
。

「
急
ご
う
」

市
右
衛
門
は
男
を
先
に
歩
か
せ
た
。
さ
な
え
が
子
を
宿
し
て
い

る
こ
と
は
、
知
ら
な
か
っ
た
。

１
１２４
１

転
び
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
な
ん
と
か
も
ち
こ
た
え
て
姿
勢
を

な
お
し
、
走
り
続
け
よ
う
と
し
た
。
そ
の
さ
な
え
の
着
物
の
帯

を
、
追
い
か
け
て
き
た
為
助
が
つ
か
ん
だ
。

「
ど
こ
へ
い
く
ん
や
」

為
助
は
、
後
ろ
か
ら
さ
な
え
の
胴
に
し
が
み
つ
い
て
き
た
。
さ

な
え
が
そ
れ
を
払
い
の
け
る
と
、
今
度
は
束
ね
て
い
る
髪
を
つ
か

ん
だ
。
後
ろ
向
き
に
の
め
る
よ
う
に
、
さ
な
え
は
為
助
の
胸
に
引

き
寄
せ
ら
れ
た
。

為
助
は
背
中
か
ら
、
さ
な
え
を
抱
き
す
く
め
た
。
濡
れ
た
着
物

が
重
な
り
あ
っ
て
、
グ
ジ
ュ
と
音
が
し
た
。
為
助
の
胸
の
中
で
、

さ
な
え
は
も
が
い
た
。

「
離
し
て
、
離
し
て
」

さ
な
え
は
叫
ん
だ
が
、
大
き
な
泣
き
声
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

為
助
は
さ
な
え
の
耳
に
口
を
近
づ
け
て
、
つ
ぶ
や
い
た
。

「
さ
な
え
さ
ん
は
、
わ
い
の
子
を
産
む
ん
や
。
わ
い
は
、
め
し
を

食
わ
せ
て
大
き
す
る
。
わ
い
の
子
で
の
う
て
も
。
わ
い
の
し
た
こ

と
や
か
ら
な
」

さ
な
え
の
体
か
ら
力
が
抜
け
た
。
と
り
か
え
し
は
つ
か
な
い
。

や
り
直
す
こ
と
も
で
き
な
い
。

涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
目
を
凝
ら
し
た
が
、
松
明
の
火
は
、
も
う
見
え

な
か
っ
た
。

「
行
こ
う
」

市
右
衛
門
は
小
声
で
男
に
言
っ
た
。
悲
し
げ
で
い
て
、
堅
い
響

き
が
あ
っ
た
。
男
は
進
む
の
を
た
め
ら
っ
た
。

市
右
衛
門
に
つ
き
そ
っ
て
き
た
男
は
夜
目
の
き
く
、
忍
び
の
者

だ
っ
た
。
男
は
人
の
足
音
を
聞
い
て
、
す
ぐ
に
松
明
を
消
し
て
い

た
。
二
人
は
立
ち
止
ま
っ
て
、
追
っ
て
く
る
者
の
様
子
を
窺
っ
て

い
た
。追

っ
て
き
た
の
は
さ
な
え
で
、
泣
い
て
い
て
、
為
助
が
さ
な
え

を
と
め
に
き
た
ら
し
い
と
、
わ
か
っ
た
。

た
と
え
為
助
が
い
な
く
て
も
、
さ
な
え
の
た
め
に
道
を
戻
る
気

持
ち
は
市
右
衛
門
に
は
な
か
っ
た
。
松
尾
山
へ
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

竹
中
丹
後
守
の
命
令
に
従
う
た
め
で
は
な
く
、
自
分
以
外
の
誰
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